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オロミア州 

アディスアベバ 

プロジェクト 

対象 13 県 

Ho! ManaBU Ho! ManaBU 

子どもの笑顔に会うために！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  
  

やっぱりHo! ManaBU研修はすごい！ 
～ OEB主体計画トレーナー研修がついに開始 ! ～ 

 
 オロミア州教育局（OEB）によるHo! ManaBU 研修

の全州普及計画、「OEB 主体計画」については、これま

で、しんぶんでも度々お伝えしてきました（しんぶん

28、34、35、36、37 号参照）。そして、遂に！     

Ho! ManaBU 郡・特別市トレーナー養成研修（以下、

トレーナー養成研修）が 12 月最終週から 1月第 1週に

かけて開催されました。 

 今回のトレーナー養成研修は、OEB の教師教育課が

主催する全 4 日間の現職教員能力強化研修の一環とし

て、オロミア州のすべての県、特別市、郡の教育事務

所の行政官、クラスターリソースセンター(CRC)担当官、  

小学校校長約 800 名を対象に、州内の主要 4 都市  

（アセラ、シャシャマネ、ワリソ、アンボ）の各会場

で行なわれました。Ho! ManaBU プロジェクトチーム

でも手分けして、各会場での後方支援とモニタリング

にあたりました。おなじみの会話形式で研修の様子を

報告します（Bashadu:廣瀬、Hawi:五十嵐）。 

H: 待ちに待ったトレーナー養成研修が遂に実現しま

したね。シャシャマネ会場はどんな様子でしたか。 

B: まず、州トレーナーの気合いの入り方に圧倒されま

した。研修日当日、朝、私達が会場に着くと、   

すでに赤い Ho! ManaBU ジャケットを着た   

州トレーナーが、会場設営や研修教材の準備をして

いて、ビックリ！州トレーナーの一人であるモハ 

マッドさんにいたっては、「Ho!ManaBU とは？」と 

いう説明を大きな紙に書いて持って来ていて、壁に

張っていましたからねー。 

H: それは、すごい。さすが、ファシリテーションレベ

ル 1 のモハマッドさん！（しんぶん 31 号参照）  

私はアセラ会場の視察に行きましたが、こちらの州

トレーナーも朝7 時30 分には会場入りして、300

席以上の椅子を皆で設営している姿に、私は早くも 

ウルウルきていました。 

B: 今回の研修は、まずは、研修受講者にHo! ManaBU

研修の参加者として、その楽しさを味わってもらっ

てから、その後、Ho! ManaBUの概要などについて、

州トレーナーがパワーポイントを使って詳しく 

説明するという流れでした。でも、研修の実演を担

当した州トレーナーは、とにかくHo! ManaBU のこ

とを伝えたいという思いが強くて、ものすごい熱弁

をふるうんですね。参加者も、その説明を熱心に 

メモするので、トレーナーはますます張り切って、

実演前の説明がなかなか終わらなかったのです。 

ちょっとハラハラしたのですが、「これは、『OEB

主体計画』だし、州トレーナーのやり方を尊重しよ

う」と思って、しばらく我慢して見ていたら、別の

州トレーナーが「説明は後にして、まずはデモンス

トレーションをしようよ」と声をかけて、しばらく

して研修の実演が始まりました。午後の説明のセッ

ションでは、停電になり、パワーポイントがまった

く使えませんでしたが、州トレーナーは臨機忚変に

ハンドアウトで対忚し、さすがだなと感心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H: 今回の大きなチャレンジのひとつに、大人数でのわ

ずか1日の研修をいかに楽しくかつ効率よく進行さ

せるかがありました。プロジェクトでは最大でも

70 人程度の研修だったけれど、今回は 4 会場とも

200 人近くの参加者で、どの会場も大ホールひとつ

で、2 グループに分けてやったのですよね。 

B: シャシャマネは、市民ホールが会場でした。ここは、

2階にもちょっとした空間があるのですね。最初は、

1 階で2 グループが隣同士でやっていたのですが、

すぐに片方のグループから「隣のグループの声がう

るさくて集中できないから2 階でやりたい」という

提案が出されて、さっそく参加者が分担して教材や

椅子を2 階に運びだしました。時間のロスが心配で

したが、研修はすぐに再開しましたね。自主的に場

所を移動しようと言い出すということは、参加者が

2012.1.11 No.38 

＊Ho! はオロモ語でHoggansa（運営）の最初の二文字、ManaBUはMana Barnoota Ummataa（コミュニティの学び舎）の略で、 

本プロジェクトが支援する地域社会に根ざした小学校運営のことです。 

 

どの会場でも州トレーナーの進行ぶりは見事でした。（左から）研修準備

に余念のないトレーナーペア、Ho! ManaBUの説明を壁に張るモハマッド

さん。気合いの入った説明に相方の州トレーナーもちょっと心配気味? 
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それだけ研修に集中したいと思っている証拠だと

思い、嬉しくなりました。 

H: アセラは高校の講堂が会場で、端と端に分かれて 

やっていましたね。確かに声が反響して、うるさい

感じだったけど、ひとつのグループで歓声が上がっ

たり、大きな笑い声が聞こえたりすると、もうひと

つのグループのトレーナーが焦るみたいで、懸命に

笑いを取ろうとしていたのが実に健気でね。 

B: いやー、泣かせてくれますねぇ。 

H: ワリソ会場は、床に椅子が固定されていて、うまく

2 グループ分のスペースが取れなかったので、ひと

つのグループは屋外でやったんですよね。そういえ

ば、昨年、Ho! ManaBU のファシリテーター研修で

も会場が小さくて、青空研修をやりましたよね。 

 

 

 

 

 

 

 

B: 「中途退学」研修の実演が始まると、参加者は興味

深々。立ち上がって食い入るようにゲームの展開を

追っては一喜一憂して、和やかな雰囲気で研修が進

んでいきました。 

H: 中途退学の啓発研修は、本当に盛り上がりますよね。

「そこまでウケるか???」と思ってしまうぐらい、

皆、心の底から楽しんでいるのがわかりますよね。 

B: 一方の「女子教育」研修は、実は、どうなるか尐し

心配でした。シャシャマネ会場では、参加者 180 人

中、2名しか女性の参加者がいなかったので。でも、

いざ始まってみると、女子教育に関するクイズを 

通しての議論がとても白熱しました。特にバレ県、

グジ県、ボレナ県など、女児の就学率が低い地域 

からの参加者の発言が活発でした（注:2010 年度 

オロミア州全体の小学校の女児純就学率は 81.6%。

前述3県は、すべて50%台で、17県中ワースト3）。 

H: 女性の研修参加者は相変わらず尐なかったですよ

ね。全体で 20 名もいなかったと思います。いかに

女性の管理職が尐ないかということですよね。 

B: そうそう、参加者の真面目さも印象深かったです。

日当や旅費などは前日にすべて支払われていたの

で、4 日目のHo! ManaBU の研修に、皆、来るかど

うかちょっと心配でしたが、8 時 30 分開始予定の

研修で、9 時頃までには皆そろっていました。 

H: そう、それは嬉しい誤算という感じでしたよね。 

何だかんだ言っても、研修の実施管理については、

OEB は経験豊富ですし、参加者も基本的な研修へ

の参加姿勢はできているなぁと思いました。 

B: プロジェクト側からほぼ何も指示を出すことなく、

OEB がまとめ役になって、州トレーナーが見事に

進行役を務めてやり遂げたトレーナー養成研修に、

今後のOEB 主体計画のブレイクを確信しました。 

H: 私は、この研修をモニタリングして、強く感じたこ

とがいくつかあります。まず、第一はHo! ManaBU

研修はすごい！と改めて思ったこと。この研修を 

作ったガラナ（菊池洋専門家）にあらためて感謝！

ガラナは、よく「いい教材は、作った人の手元から

どんどん離れていく」と言っていたけれど、今回、

研修を見ていて、本当にそれを体感しました。研修

が自分で勝手に動き出していく感じでした。「ああ、

この研修は完全にプロジェクトから離れたなぁ」と

いう感慨がありましたね。 

B: そうですね。ちょっとぐらいルールを間違っても、

大人数でも、Ho! ManaBUの研修は十分楽しめるし、

目標も達成できると思いました。 

H: 次に感じたのは、任せれば、 

  彼らはやるんだな、というこ

と。「今頃、そんなことに気

がついたのか」と言われそう

ですけど。どうも私は心配性

というか A 型人間の性とい

うか、「こうあらねば！」と

いう気持ちが強くて（苦笑）。

研修中も、「えーっ、何で  

そんなやり方するのー？」と

思ってしまう場面がいくつ

かあったけれど、彼らには 

   彼らの仕事の流儀があって、実際、それで何とか  

うまく収まるのですよね。 

B: 同感です。もちろん、それによってプロジェクトが

やってきたようには、効率よく進まないこともある

けれど、そこは私たちの我慢のしどころですよね。 

H: まったく。それでも、プロジェクトとして、やっぱ

り支援するべき部分やタイミングというのは  

あって、その見極め方は難しいけれど、それがまた

開発プロジェクトの醍醐味（だいごみ）かなという

感じもしますよね。 

B: さて、これからの展開ですが…。OEB 的には、州の

予算で行う今回のトレーナー養成研修が完了した

時点で、自分たちの役目が一忚終わってヤレヤレと

いう感じだと思いますが、本番はこれからですよね。 

H: そうなんですね。養成研修を修了した郡・特別市 
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提示するカードが間違っ

ている気もしますが...。  

でも、クイズを通じて女子

教育について話し合う  

という目的は十分に達成! 

研修運営にはいろいろな工夫がみられました。シャシャマネ会場では    

1階と2階に分かれて（左）、ワリソ会場では屋外で（右）。 
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トレーナーが、今度は、自分の任地で CRC 担当官

や校長を対象としたファシリテーター研修に入り、

そのあと、いよいよ学校レベルでの研修が行われる

わけですから。 

B: 今回の研修で、プロジェクト非対象地域からの参加

者が「なぜもっと早くこの研修をしてくれなかった

んだ！」とプロジェクトスタッフに丌満をぶつける

場面もありました。参加者が真剣に女子教育や中途

退学について議論している様子や、紙芝居を見る 

彼らの真剣な表情を見て、Ho! ManaBU 研修が本当

に学校レベルで広がってほしいと強く思いました。 

H: OEB が今後の展開をしっかりモニタリング管理し

ていけるよう、プロジェクトでうまく支援していき

たいですね。最後に、読者の皆さん、今回の研修の  

写真は、あまりきれいでなくてスミマセン！ 

  

カウンターパート研修を終えて 
～ ダバ局長とガブレ課長の帰国報告 ～ 

 
  しんぶん35 号でもお伝えしたように、OEB のダバ・

ダバレ局長とガブレ・ミハエル・アボンサ計画課課長

が 11 月中旬から約 3 週間にわたる日本でのカウン  

ターパート研修に参加し、先月 12 月 10 日に研修全課

程を修了し、無事エチオピアに帰ってきました。帰国

後、すぐに JICA エチオピア事務所への帰国報告会が

行われ、同事務所の大田孝治所長、上野暁美企画調査

員と共に、プロジェクトメンバーも両氏の研修成果を

聞く機会を得ました。 

 報告会では、まず、ガブレ課長から、研修概要が  

報告されました。日本の教育史から、教育行政、学校

評価、教員評価、教員研修、授業研究にいたるまで幅

広いテーマについて、大学での講義や、県教育委員会

や小学校の視察、関係者との意見交換などを通じて、  

理論・実務両面の知見を深められたとの感想が述べら

れました。中でも、授業研究を含む実践的な教員研修、

あらゆる関係者を巻き込んだ学校の外部評価、自己評

価と外部評価の 2 段階からなる教員評価は、特に興味

深い取り組みだったとのことです。  

 授業研究、学校評価、教員評価は、ダバ局長も大変

関心を持った教育活動だったようです。研修で学んだ

ことを踏まえて両氏が作成した行動計画も、これら  

3 つのテーマに焦点を絞られています。今年 1 月から試

験的にサンプル校で開始、2012 年9 月以降に州内全県

で段階的に普及させていくようデザインされています。  

 また、2015 年以降の中長期計画として、中途退学の

要因の徹底的な分析と対忚や、各小学校での保健教育

や給食の導入、幼稚園の設置などが計画されています。 

 ダバ局長は、行動計画についてOEB 職員の意見も取

り入れたいとのことで、近日中に職員を対象とした  

帰国報告会を開催したいと意気込みを見せていました。 

 両氏からの報告を受け、大田所長からは、この行動

計画の実践にあたり、特に授業研究については、   

Ho! ManaBUプロジェクトや2011年3月からエチオピ

アで始まった理数科教育改善プロジェクトとの協働、

保健教育については、青年海外協力隊の体育隊員の 

活動との連携の可能性が提案されました。 

 この日の報告会には、やはり本邦研修の経験がある

マルガ副局長（教師教育課長兼任）も同席し、特に  

日本の教員研修についていろいろな質問が上がりまし

た。ダバ局長もガブレ課長も、こちらがびっくりする

ほど詳しく答えていて、いかに両者が研修にまじめに

取り組んでいたかが伺えました。 

 ダバ局長は、この研修に参加し、教育に対する自分

の考え方が大きく変わったとのこと。また、ガブレ  

課長は、肌の色や出身国に関係なく、丁寧に接する  

日本人に感銘を受けたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ho! ManaBU では、これまで OEB の局長クラスを 

対象に、プロジェクトの活動の一環としてカウンター

パート研修を実施してきました。今年度が 3 回目、そ

して最後となります。鳴門教育大学は研修受け入れ機

関として、また、同大学の香西武教授には、研修全般

の運営担当者として、これまで3回ともお世話になり、

ご多忙の中、毎回、素晴らしい研修の開催にご尽力い

ただきました。また、今年度は、JICA 四国の花岡潤職

員、そして、研修員 2 名のビッグ・シスターとして、

きめ細かい研修監理にあたっていただきました研修監

理員の黒田順子さんにも大変お世話になりました。 

さらに、鳴門教育大学の先生方、徳島、高知県教育委
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（左下から時計回り）①伝統衣装を着て、山田小学校講堂で児童を前に挨拶

をするダバ局長（右）とガブレ課長（中）。エチオピアへ何度も来訪されてい

る香西教授はオロミア州ボラナ県の伝統衣装をまとって（左）。②同校の児童

と記念写真。③研修初日は、ダバ局長40歳の誕生日！香西ゼミの学生さんが

誕生日ケーキでお祝いをしてくださいました。④授業研究を視察する両氏。 
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員会、高知県香美（かみ）市教育委員会、そして、香

美市立山田小学校の教職員の方々、児童の皆さんなど、

大勢の方々のご協力をいただきました。この場をお借

りして、お礼を申し上げます。どうもありがとうござ

いました。 

  

香西武先生からのご報告 

 鳴門教育大学の香西武教授からHo! ManaBU カウン

ターパート研修について、楽しいご報告をいただきま

した。ご送付いただきました写真と共にご紹介します。 

鳴門教育大学 

教授 香西 武 

研修員が非常に意欲的であるエチオピアの研修に 

今回も関わらせていただきました。研修員が 2 名と  

いう今回の研修でも、午前 9 時過ぎから午後 5 時前  

まで研修を行うのですから、お二人は相当疲れただろ

うと思います。しかし、研修後ホテルに帰ってからも、

その日の研修内容を基にエチオピアでの行動計画に 

ついて議論し、原案を作成しているのです。こんな  

姿は他の研修ではみたことがありません。その計画を

実施することのできる立場にある方々への研修ですか

ら、こちらも力が入りました。帰国後は着々と研修の

成果を生かした取り組みがなされているだろうと想像

していますし、それをエチオピアで確認できることを

楽しみにしています。 

 研修以外では，日本の伝統 

的文化？（高知の文化かも…）

であるノミュニケーション

（飲む＋コミュニケーショ

ン）もしっかりと体験してい

た だ き ま し た 。 さ す が   

リーダーである方々ですか

ら、 飲み込み(?)も早いです。 

 ダバ局長、ガブレ課長が 

箸を持ち、すしや刺身を上手

に食べる姿には、教育長や 

校長以下参加者全員が驚き、それを機にすっかり  

打ち解けた中でのノミュニケーションは国境の壁を 

いつの間にか越えていました。   

 お送りした写真の他にもすばらしい写真があるので

すが、エチオピアの神にその写真を見られると、まず

いので国境の壁を越えることはやめておきます。 

 今回の研修を通して、OBE と Ho!ManaBU プロジェ

クトがさらに強固な関係にあることが確信でき、研修

の機会を不えてくださったことに感謝しております。

ガラトーマ（オロミア語で「ありがとう」の意味）。 

Ho! ManaBUへの注目度、急上昇中！ 
～ OEBによる広報活動 ～ 

 
 先日、オロミア州の2011 年度の教育活動をまとめた

年報がOEB から発行されました。約40 ページにわた

る年報は、ダバ局長のあいさつに始まり、各課の活動

紹介、そしてOEB の活動紹介の記事として、なんと！

Ho! ManaBU が 3 ページにわたって紹介されているで

はありませんか！「プロジェクト」ではなく、「OEB の

活動」という見出しでHo! ManaBU が紹介されている

のがとても嬉しいですね。さらに、この年報の最後の  

ページには、クロスワードパズルが載っています。あ

れ？これ、どこかで見たような...。そう、Ho! ManaBU

が発行している教育雑誌 ODA(オダ)に載せているパズ

ルにならって掲載されたものです。    

 実はこの紹介記事は、昨年 3 月に OEB から「OEB

のニュースレターを発行する予定で、その中で    

Ho! ManaBU のことを紹介したい」と原稿依頼を受け

て、プロジェクトで用意したものでした。私たちは、

原稿を渡したこと自体、すっかり忘れていたのですが、

そこは律儀なエチオピア人、きちんと約束を守ってく

れました。この年報に続き、OEB では、OEB の活動紹

介ビデオを、近々制作するそうで、第一弾として Ho! 

ManaBU がその活動のひとつに選ばれました。前述の

郡･特別市トレーナー研修にも広報課の職員が出張に

来ていて、参加者にHo! ManaBU 研修についてインタ

ビューを行っていました。 

 プロジェクトでは、ODA のほか、丌定期に英字しん

ぶんを発行し、OEB 職員に配布したり、プロジェクト

オフィスの掲示板に張ったりして、プロジェクトの 

広報活動に努めています。OEB でも今後ニュース  

レターを作り、同じような広報活動を行うとのこと。

聞くところによると、このような試みは、Ho! ManaBU

を参考にしているとか…。 

 プロジェクトの活動が、カウンターパート側に徍々

に浸透し、このような形で実を結んでいるのは嬉しい

ものです。さて、OEB の Ho! ManaBU 紹介ビデオは、

どんな出来栄えか？今から楽しみです。 
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